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ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 と い わ れ て い る 子 の 離 乳 期 食 事 の 実 態
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は じ め に
わ が 国 の 離 乳 の 方 法 は 長 ら く 経 験 的 ， 伝 承 的 に 行 わ れ
て き た が . 1958年 に 文 部 省 研 究 班 が 発 表 し た 「荷 量 乳 の 2基
本 策 」 に よ っ て 離 乳 の 規 準 が 確 立 し た 。 こ れ に 2基 い て 一
目 し た 指 導 が 行 わ れ る よ う に な り 離 乳 期 栄 養 は 著 し く 改
善 し た 。 そ の 後 ， 栄 養 学 や 医 学 の 進 歩 ， 食 品 工 業 の 発 i主
に よ っ て 乳 児 の 発 育 ， 食 糧 事 情 ， 社 会 情 勢 が か な り 変 化
し た こ と に 即 応 さ せ て ， 1980年 に 再 び 新 「 雛 乳 の 1基 本 」
が 厚 生 省 研 究 班 か ら 発 表 さ れ た け 現 在 ， 新 「離 乳 の 法 本 」
に 1 i l i い て 保 健 所 ， 医 院 等 で そ れ ぞ れ の 地 域 に 即 し た 商 僻 L
指 導 が 展 開 さ れ て い る 。U
と こ ろ で ， 最 近 わ が 国 で は 乳 幼 児 の ア ト ピ ー 性 皮 ! 省 炎
の 急 増 が 問 題 に な っ て い る J 》り 乳 児 ア 卜 ピ ー 性 皮 1 M 炎
は ， ロ の 周 囲 ， 頬 部 . 四 肢 屈 側 ， 野 部 に 生 じ 特 異 的 で 頑
固 な 湿 疹 ， 湿 潤 ， 乾 燥 ， 苔 癖 化 を 繰 り 返 す か ゆ み の 著 し
い ア レ ル ギ ー 性 疾 患 で あ る 。 " そ の 原 因 と し て 人 口 栄 養
児 の 急 増 、 厳 乳 開 始 の 早 期 化 ， 離 乳 初 期 か ら の m卵 や 乳
製 品 の 多 量 摂 取 が あ げ ら れ る 6 ， な ど ， 雛 乳 却 ] 栄 養 と の
l均 速 が 注 目 さ れ て い る 。 ま た 発 症 の 誘 因 に 従 来 離 乳 期 の
重 要 な 栄 径 源 と し て 用 い ら れ て き た 卵 . 牛 乳 ， 大 豆 製 品
が 関 弓 し て い る 場 合 が 多 く ， こ れ ら を 除 去 す る こ と に よ
り 症 状 が 軽 快 す る こ と か ら ， 除 去 食 を 用 い た 食 'J療 法 が
治 療 の ー っ と し て 行 わ れ て い る 。 | 百 l時 に 確 定 診 断 を 受 け
ず に 不 必 要 に 食 物 の 除 去 を 行 っ て い る 場 合 や ， 行 き 過 ぎ
た 除 去 な ど 不 適 当 な 食 事 療 法 に よ る 栄 養 面 の 附 2与 を 懸 念
す る 声 も 少 な く な い 。叫 そ こ で 本 研 究 で は 今 後 の よ り 効
果 的 な 離 乳 指 導 の 資 料 と す る た め に ， 一 般 に 新 「離 乳 の
1基 本 J'> が 母 線 に ど の 程 度 浸 透 実 行 さ れ て い る か を 示 す
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と と も に ， ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 児 の 離 乳 期 食 事 の 実 態 を 明
ら か に す る こ と を 目 的 と し て ， 書 僻 u羽 中 期 に 相 当 す る 7
ヵ 月 児 を 対 象 に ， 食 事 と 健 康 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査
を 行 っ た 。
研 究 方 法
対 象 ; 大 阪 市 阿 倍 野 保 健 所 の 7 カ 月 児 育 児 学 級 に 昭 和
63年 5 月 か ら 9 月 ま で の 5 ヵ 月 間 lに 出 席 し た 小 児 の う ち
241 名 ( 男 122名 ， 女 119名 ) を 対 象 と し た 。
調 査 方 法 毎 月 ， 育 児 学 級 開 催 日 の 2 j週 間 前 に 保 健
所 か ら 保 護 者 に 調 査 用 紙 を 郵 送 し 記 入 を 依 頼 し た 。 調 査
用紙は来所時に回収した。(回収;~74 .0%) 。 質問の内
容 は ア レ ル ギ ー 諸 症 状 の 有 無 ， 離 乳 に 関 す る す る こ と ，
な ら び に 食 事 記 録 で あ る 。 食 恨 記 録 か ら 四 訂 食 品 成 分 表
を 用 い て . 1 日 の 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 益 . 1 I I 白 質 疑 取 量 を
概 算 し た 。 ま た こ の 記 録 か ら 既 報 3 ・ の 方 法 で 1 日 の 摂
取 食 品 数 を 数 え た 。 さ ら に 栄 養 バ ラ ン ス 点 を 算 出 し た 。
栄 養 バ ラ ン ス 点 は 1 日 の 離 乳 食 に つ き ， 亦 ， 黄 ， 白・ の
三 つ の 色 ・ か ら そ れ ぞ れ l 品 以 ヒ あ れ ば l 点 ， 計 3 点。
1 8 2 回 の 離 乳 食 で 合 計 6 点 を 満 点 と し た 。
* 亦 ， 血 や 肉 を つ く る 食 品 ( 魚 介 煩 ， 肉 瓶 豆 瓶 事 し 卵 )。
黄 ; j動 く 力 や 熱 と な る 食 品 ( 穀 頬 ， 芋 類 ， 砂 防 ， 油 脂 ) 。
肯 ， 身 体 の 生 理 機 能 を 整 え る 食 品 (野 菜 煩 ， 果 物 類 ，
海 藻 類 ) 。
尚 ， 阿 倍 野 区 は 面 積 6.06knl . 入 門 約 11 万 人 で 大 坂 市
で は 中 規 模 の 区 で あ る 。 大 阪 市 の 南 の 玄 関 で あ る 天 王 寺
駅 . 阿 倍 野 橋 駅 か ら つ な が る 商 業 地 区 お よ び 古 く か ら の
住 宅 地 を 擁 し て い る 。 区 内 は 多 く の 文 化 織 設 に 恵 ま れ ，
ま た 大 阪 市 立 大 学 医 学 部 付 属 病 院 が あ る 。
研 究 結 果
l  ア レ ル ギ ー 諸 症 状 の 頻 度
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ヵ 月 に 1 回 以 上 ) ， 時 々 あ る ( 2 - 3 ヵ 月 に 1 回 ) の 頻
度 を 調 べ た 。 両 方 合 わ せ て 湿 疹 が で き る が 6 2 . 5 % で 最 も
高 く ， 次 い で 鼻 水 が で る 。 鼻 づ ま り を 起 こ す (40.9%)
風 邪 を ひ く (38 . 4 % ) ， 便 秘 を す る (35.8%) ， 下 痢 を す
る (23.7%) ， 吐 く (23 .7 % ) ， 熱 を 出 す (20.2%) ， 夜 泣
き す る ( 1 9.0%) ， 中 耳 炎 に な る (3.8%) で あ っ た 。 ま
た ， ア 卜 ピ ー 性 皮 膚 炎 と い わ れ て い る 子 は 2 2 . 4 % で ， 全
員 湿 疹 が で き る と 回 答 し た 。 表 1 に 示 す よ う に 対 象 児 を
ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 と い わ れ て い る 子 ( 以 下 ア ト ピ 一 群 と
図 1 7 カ 月 時 ま で の 栄 養 法 と 断 乳 状 況
す る ) と ， そ う で な い 子 に 分 類 し ， そ う で な い 子 を 対 照 分 類 し そ の 比 率 を 図 1 に 示 し た 。 ア ト ピ ー 群 と 対 照 群 と
群 と し て 以 下 の 比 較 を 行 っ た 。 尚 ， ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 と の 間 に 差 は み ら れ な か っ た ， 母 乳 の み が 全 対 象 の 36.9% ，
い わ れ て い る 子 の 頻 度 に 性 差 が み ら れ ， 男 児 は 女 児 の 2 混 合 栄 養 が 49.4% ， ミ ル ク の み が 13.7% で 7 ヵ 月 ま で
倍 で あ っ た 。 ( p < 0 .05) に 多 少 で も 母 乳 栄 養 の 経 験 が あ る 者 は 86，3 % で あ っ た 。
H 身 長 体 重 ま た 7 ヵ 月 現 在 ， 母 乳 を や め て い る 者 は 両 群 聞 に 差 は
表 2 に 示 す よ う に ， 出 生 時 お よ び 7 ヵ 月 時 の 身 長 ， 体 な く 全 対 象 の 41. 5 % で あ っ た 。
重 の 平 均 値 は ， ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 と の 問 に 差 は み ら れ IV 難 事 Lの 開 始
な か っ た 。 い ず れ も 1980年 の 厚 生 省 値 の 中 央 値 ll ) と ほ ぼ 「離 乳 の 基 本 」 め で は ， 離 乳 の 開 始 は ど ろ ど ろ し た 食
一 致 し た 。 物 を 与 え る 時 と し ， 満 5 ヵ 月 に な っ た 頃 が 適 当 と し て わ
1 栄 養 法 る 。 ま た 果 汁 や お も ゆ な ど の 液 体 は 離 乳 準 備 食 と み な し ，
生 後 7 ヵ 月 ま で の 栄 養 法 を 母 乳 ， ミ ル ク ， 混 合 栄 養 に こ れ ら の 液 状 の 物 を 与 え る の は 離 乳 の 開 始 と は し な い と





ア ト ピ 一 群 36 (29 .5) 18 (1 5 .1 )  54 (22.4) 
対
照 群 86 (70 .5) 101 (84.9) 187  (77.6) 
計
122 (1 00) 119 (1 00)  241 (1 00)  
(  ) は %
表 2. 身 長 ・ 体 重 平 均 値
性
~ご\
ア ト ピ 一 群 対 照 群
体 重 出 生 時 3 .3 土 0.5 3 .2 土 0.5
kg 7 ヵ 月 時 8.5 士 1. 0 8 .6 士 0.9
男
身 長
出 生 時 50 .1 :! 2.0 
49.5 :! 2 .1 
C 官 l 7 ヵ 月 時
70.5 :! 2.7  
70 .5:!: 2.1 
体 重
出 生 時
3 .3 土 0.3 3 .1 土 0.4
kg 
7 ヵ 月 時
7.7 :! 0.8  
8 .2  :! 0.9 
女
身 長
出 生 時 49.4 :! 2.1 
49 .0 土 1 . 7
C市
7 ヵ 月 時
68.7 :t 2.1 68.9 :! 2.6  
( 2  )  
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定 義 し て い る 。 本 調 査 で は 離 乳 準 備 食 を 与 え た 時 を 離 乳 ト ， 野 菜 マ ッ シ ュ ， 果 物 ペ ー ス ト ， ヨ ー グ ル ト ， ば な な ，
開 始 と し た 回 答 が 3 4 . 0 % に み ら れ た 。 こ れ ら を 除 く 隊 乳 豆 腐 ， か ぼ ち ゃ が 開 始 食 品 と し て 用 い ら れ て い た 。
の 定 義 該 当 回 答 159 (66 .0 % ) か ら 求 め た 離 乳 開 始 月 令 と こ ろ で 卵 は 抗 原 性 が 強 く ， 乳 児 の ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎
の 平 均 は ， ア ト ピ 一 宮 't4 .6:!:0 .9 ヵ 月 ， 対 照 群 4 .5土 0.7 ヵ の 似 国 食 物 と し て 第 l位 に あ げ ら れ て い る 。 そ こ で 卵 を
月 で 両 群 間 に 基 は み ら れ な か っ た 。 し か し 図 2 に 示 す よ 初 め て 与 え ら れ た 月 令 を 調 べ た 。 図 4 に 示 す よ う に 与 え
仁二 1 ア ト ピ - H't 4.6 :t 0.9 カ 月
- 対 照 M 4.5 :!:0.7 ヵ 月 卵 此
ら れ て い な い 児 が ， ア ト ピ ー 苦 手 の 方 が 釘 窓 に 多 か っ た 。
う に 開 始 が 少 し ;遅 い 6 ヵ 月 の 頻 度 は ， ア ト ピ 一 群 の 方 が (p < O .O l)  
対 照 群 よ り 有 . ; ; に 高 か っ た 。 (P < 0.05) V  敵 手 Lの 進 行
離 乳 開 始 食 品 は ， 図 3 に 示 す よ う に 両 群 間 に 廷 は み ら l 円 の 離 乳 食 の 回 数 は 「離 乳 の 基 本 J') で は ， 7 ヵ 月
れ な か っ た 。 米 が ゆ が 最 も 多 く 全 定 義 該 当 者 の 6 2 . 9 % で 頃 は 1 1 2 回 を 目 安 と し て 示 し て い る 。 本 調 査 で も ， ア
ト ピ 一 群 ， 対 照 群 と も 2 回 食 が 最 も 多 く 全 対 象 の 7 1. 4 %
で あ っ た 。 l 回 食 が 7.0 % ， 3 回 食 以 上 が 21. 6 % に み ら
れ た ( 図 3 )。
離 乳 食 作 り は ， ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 聞 に ほ と ん ど 差 は
な く ， 子 供 の 分 だ け 作 る が 全 対 象 の 38.6% ， 大 人 の 食 事
を 利 用 す る が 2 2 . 0 % ， 時 々 子 ど も の 分 だ け 作 る が 3 9 . 8 %
で あ っ た (図 3 ) 。 ま た 離 乳 食 づ く り で 気 を つ け て い る
事 を ， 1 ) 栄 養 ， 2 ) か た さ ・ 大 き さ， 3 ) 味 ， 4 ) 易
消 化 性 ， 5 ) ア レ ル ギ ー ， 6 ) 偏 食 の 6 つ の 選 択 肢 の 中
か ら l つ 選 択 回 答 を 求 め た 。 結 果 は 図 3 に 示 す よ う に ア
ト ピ 一 群 で は ア レ ル ギ ー が l 位 で 4 6 . 0 % ， 次 い で 栄 養 が
2 6 . 0 % ， か た さ 大 き さ カ !20.0% に み ら れ た 。 対 照 群 は 栄
養 が l 位 で 5 2 . 4 % ， 次 い で か た さ ・ 大 き さ が 20. 2 %で あ っ
fこ。
離 乳 食 に つ い て の 心 配 ' ド に つ い て は ， r特 に 心 配 な こ
100 と は な い 」 と い う 回 答 が ， ア ト ピ 一 群 ， 対 照 群 同 じ 割 合
( % )  で 全 対 象 の 3 6 . 1 % で あ っ た 。 一 方 ， r心 配 あ り 」 の 回 答
の 内 容 に つ い て は ， 複 数 凶 答 で 「 こ ど も に 食 べ さ せ る : h l
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図 4 卵 を は じ め て 与 え た 月 令
ら れ た 児 の う ち で は ， 卵 黄 は ア ト ピ 一 群 の 平 均 は 5.6 ヵ
月 ， 対 照 群 ， 5. 4 ヵ 月 ， 全 卵 は そ れ ぞ れ 6 .5 ヵ 月 ， 6.3 ヵ 月
で 両 群 聞 に 殆 ん ど li は み ら れ な か っ た 。 し か し ， 7ヵ 月
令 で ま だ 与 え ら れ て い な い 児 が ， 卵 黄 は ア ト ピ 一 群 が 44.
4 % ， 対 照 群 が 16 . 6 % ， 全 卵 は ア ト ピ 一 群 が 74 .0 % ， 対 照
群 が 5 1 . 3 % で ， 全 卵 は 勿 論 ， 卵 黄 も 7 ヵ 月 令 で ま だ 与 え
( 3 )  
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が わ か ら な い 」 が 最 も 多 く ， ア ト ピ 一 群 が 35 .2 % ， 対 照 蛋 白 質 系 食 品 は 両 群 と も 豆 類 ( 豆 腐 ， 味 噌 ， 納 豆 ， 煮
群 が 2 2 . 5 % ， 次 い で 「味 つ け が わ か ら な い 」 が ア ト ピ ー 豆 他 ) の 摂 取 者 率 が 最 も 高 く 全 対 象 の 5 3 . 1 % で あ っ た 。
群 1 4 . 8 % ， 対 照 群 16 .6 % で あ っ た 。 iこ ど も が 食 べ な い 」 次 い で 魚 類 ( か れ い ， ひ ら め ， 鯛 ， さ わ ら 他 ) が 3 2 % で
が ア ト ピ 一 群 2 1 . 1 % で 対 照 群 の 9 .1 % に く ら べ て 有 意 に あ っ た 。 卵 お よ び 肉 類 の 摂 取 者 率 は ア 卜 ピ 一 群 と 対 照 群
多 か っ た ( p < O .05) 。 そ の 他 「 調 理 法 が わ か ら な い J， と の 聞 に 差 が み ら れ た 。 ア ト ピ ー 群 の 卵 お よ び 肉 類 の 摂
「 こ ど も が 下 痢 を し た 時 ど う す れ ば よ い か わ か ら な い J， 取 者 率 は ， そ れ ぞ れ 3 .7 % と 7 .4 % で 対 照 群 の 卵 2 5 . 7 % ，
「 清 潔 に つ い て ど の 程 度 気 を つ け れ ば よ い か わ か ら な い 」 肉 2 7 . 8 % に 比 し て 有 意 に 低 か っ た 。
な ど で あ っ た 。 野 菜 ， 果 物 類 の 摂 取 者 率 は 両 群 間 に 差 は み ら れ な か っ
ま た ， 母 親 は 離 乳 食 に つ い て の 知 識 を ど の よ う な 方 法 た 。 野 菜 類 で は 人 参 ， か ぼ ち ゃ ， ほ う れ ん 草 の 摂 取 者 率
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。
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図 5 離 乳 に つ い て の 知 識 源 ( 複 数 回 答 )
示 す よ う に ， ア 卜 ピ 一 群 ， 対 照 群 と も 育 児 替 が 最 も 多 く
全 対 象 の 67 .2 % ， 次 い で 保 健 所 が 44 .4 % ， 祖 母 ， 親 戚 が
2 5 . 7 % ， 近 隣 ， 知 人 1 5 . 8 % ， 病 院 15 . 4 % で そ の 割 合 は 両
群 聞 に 差 は み ら れ な か っ た 。 し か し 「特 に な し 」 の 回 答
が 対 照 群 14 . 4 % に 対 し ， ア ト ピ 一 群 は 5 . 6 % で 差 が み ら
れ た 。 対 照 群 に 比 し て ア 卜 ピ 一 群 の 方 が 知 識 の 獲 得 に 努
力 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。
VI 離 乳 期 の 食 物
「離 乳 の 基 本 J'l で は 7 ヵ 月 頃 の 食 物 は ， 舌 で つ ぶ せ
fこ 。 ま た ， こ れ ら の 食 品 群 を 使 つ て の 調 理 法 は 両 群 聞 に
差 は み ら れ な か っ た 。 図 6 に 示 す よ う に 各 食 品 群 と も 舌
で つ ぶ せ る 固 さ に や わ ら か く 調 理 し た 料 理 が 与 え ら れ て
L 、fこ。
巴 乞 田
米 が ゆ I l U' i が ゆ お じ ゃ 83 .0 






3 5  I  : 鴎 肉 ( 減 す ， 煮 る ) 50.0 
煮 付 け 46.7 
冷 ゃ っ こ 6 1. 5  
5 0  
1 0 0 %  
図 6 料 理 別 鍍 取 者 率
複 数 回 答 ( n = 2 4 1 )  
る 固 さ に 食 べ や す く 調 理 し て あ れ ば ， 食 品 の 種 類 に こ だ 市 販 の ベ ビ ー フ ー ド の 利 用 状 況 は 両 群 問 で 差 は な く ，
わ ら な い 。 た Y 卵 に つ い て は 卵 黄 か ら 全 卵 へ と 進 め て い l 品 以 上 の 利 用 者 は 全 対 象 の 53 .5 % に み ら れ た 。 ま た そ
く と し て い る 。 7 ヵ 月 令 に お け る あ る 1 日 の 食 事 記 録 か の 種 類 は 表 3 に 示 す よ う に ， パ ン が ゆ が 全 対 象 の 26 .2 %
ら 摂 取 食 品 の 種 類 別 摂 取 者 率 を 調 べ た 。 表 3 に 示 す よ う で 最 も 多 く ， 次 が 野 菜 ベ ー ス ト で あ っ た 。 牛 肉 と 野 菜 の
に ， 糖 質 系 食 品 は ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 と の 聞 に 差 は な く ， 混 合 食 の 摂 取 者 率 は ， ア ト ピ ー 苦 手 は 対 照 群 に く ら べ て 有
両 群 と も 飯 類 の 摂 取 者 率 が ， そ れ ぞ れ 89 .0 % ， 8 7 . 0 % で 意 に 低 か っ た 。 ( p < 0 . 0 5 )
最 も 高 か っ た 。 1 日 の 摂 取 食 品 数 は 図 7 に 示 す よ う に ， 7 品 目 未 満 の
( 4 )  
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表 3. 摂 取 食 品 種 類 別 摂 取 者 数 ， 摂 取 者 事
ア ト ピ 一 群 対 照 群
n = 5 4  n = 187  
飯 類 (米 が ゆ ， 軟 飯 〉 48 (88.9) 163 (87.2) 
精
パ ソ
12  (22.2) 
32 (1 7. 1) 
質
麺 類 ( う ど ん ， ? カ ロ ニ ， ス パ ゲ ァ テ ィ ー ) 12 (22.2) 40 (2 1.4)  
系
芋 類 ( じ ゃ が い も ， さ つ ま い も )
20 (37.0) 
70 (37 .4) 
菓 子 類 ( ビ ス ケ ッ ト ， ボ ー ロ )
22 (40.7 )  
56 (29 .9)  
卵 黄 5  (9.3)  36 (1 9.3) 
蛋
全 卵
2  (3.7) 
48 (25.7) 
魚 類 ( か れ い ， ひ ら め ， 鍋 ， さ わ ら 他 19  (35.2) 58 (3 1. 0)  
自
し ら す 干 し ， か つ お ぶ し
10 (1 8.5 )  
43 (23. 0)  
豆 類 ( 豆 腐 ， 味 目 的 ， 納 豆 ， 煮 豆 ) 29 (53.7 )  99 (52.9) 
質
肉 類 (鶏 肉 ， 豚 肉 ， 牛 肉 ， レ バ ー )
4  (7.4 )  
52 (27. 8) 
牛 乳 類 ( 牛 乳 ， チ ー ズ ， ヨ ー グ ル ト )
14 (25 .9 )  70 (37 .4) 
大 根 ， か ぶ ら 8  (1 4.8)  24 (1 2.8) 
果
人 参
21 (38.99)  57 (30.5) 
実
か ぼ ち ゃ 18 (33.3) 49 (26.2) 
ほ う れ ん そ う 17 (3 l. 5) 53 (28. 2) 
野
玉 葱
5  (9 .3) 14 (7.5) 
菜
と ま と 5  (9.3) 24 (1 2.8)  
そ の 他 の 野 菜 ( き ゃ べ っ ， 白 菜 ， き ゅ う り ) 7  (13.0) 24 (1 2.8) 
類
り ん ご ， み か ん 20 (37. 0)  84 (44.9) 
ば な な 1  (2 0.4 )  35 (1 9.0) 
j毎
海 苔 ， わ か め 3  (5.6) 16 (8 .6)  
語高
果 汁 ， 野 菜 ジ ュ ー ス ， ミ ッ ク ス ジ ュ ー ス 3  (5 .6 )  17 (9 .1 )  
，、 f
ス ー プ ， ポ タ ー ジ ュ ス ー プ 2  (3 .7)  4  (2. 1) 
ピ
フ ル ー ツ ゼ リ ー， 果 物 う ら ご し ， バ ナ ナ プ リ ン 2  (3 .7)  9  (4.8) 
野 菜 マ ッ シ ュ ， 人 参 う ら ご し ， ほ う れ ん そ う ペ ー ス ト
6  (1 1.1 )  
10 (5.3) 
フ
チ キ ン ， 魚 の ク リ ー ム 煮 ， レ バ ー ペ ー ス ト 5  (9 .3) 14  (7.5) 
牛 肉 野 菜 ， レ バ ー 野 菜 3  (5 .6) 
30 (1 6 .0)  
ド
バ ン が ゆ
15  (27.8) 46 (24 .6) 
混 合 が ゆ ， 野 菜 が ゆ 2  (3.7) 4  (2 .1) 
複 数 回 答 (  ) 内 は 各 群 の 総 数 に 対 す る %
少 な い 児 の 頻 度 が ア ト ピ 一 群 で 高 く ， 反 対 に 10品 目 以 上 た 。
の 多 い 児 の 頻 度 が 対 照 群 で 高 か っ た 。 摂 取 食 品 数 平 均 値 7 ヵ 月 令 現 在 ， 母 乳 を 飲 用 し て い な い 児 の 1 日 エ ネ ル
は ， ア 卜 ピ -tlfが 7.7土 3 .0， 対 照 群 は 9.2: !:3 .3 で 有 意 差 ギ ー 摂 取 量 ， 蛋 白 質 摂 取 盗 な ら び に ミ ル ク 摂 取 ;鼠 を 調 べ
が み ら れ た 。 ( p <O .Ol) た 。 そ の 結 果 ， 表 4 に 示 す よ う に エ ネ ル ギ ー お よ び 蛋 白
栄 養 バ ラ ン ス 点 は 両 群 聞 に 差 は な く ， 6 点 満 点 の 5 点 質 妓 取 : f i l は ， ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 の 聞 に 差 は み ら れ な か っ
以 上 の 児 が 全 対 象 の 7 7 . 8 % ， 平 均 値 5.2: !: l. 0 で 良 好 だ っ た 。 し か し ， ミ ル ク 摂 取 量 が ア ト ピ ー 群 は 対 照 群 に 比 べ
( 5 )  
- 2 1 8 一 人 間 福 祉 学
E コ ア ト ピ 一 群 7.7 :t 3.0 
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図 8 栄 養 バ ラ ン ス 点 別 比 率 ( 6 点 満 点 )
表 4. 栄 養 摂 取 量 と ミ ル ク 摂 取 景
~と
ア ト ピ 一 群
対 照 群
エ ネ ル ギ ー 摂 取 量
男
772 .4 :t 128.0 
675 .8 :t 145.7 
(Kcal) 女
637 .4 :t 10 1. 4  690 .9  :t 177 .9 
蛋 白 質 摂 取 量
男
22 .0  :t 5.1 
2 1. 4  :t 4.9 
( g )  
女
21.7 :t 4.6 23 .2  :t 8 .0  
ル ク 摂 取 量
男




597.3 :t 195.0 
て 多 く ， 男 子 で は 有 意 の 差 が み ら れ た 。 ( p < O . 0 5 )
ま た 母 乳 飲 用 児 に つ い て は ， 晴 乳 時 間 の 1 日 合 計 の 宅 均
が ， ア ト ピ 一 群 が 52.1 士 24.3分 で 対 照 群 の 45.2 :t 22.9 分
に く ら べ て や や 長 い 傾 向 が み ら れ た 。
考 察
ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 は 昭 和 30年 代 の は じ め に は ， 乳 幼 児
健 診 外 来 の 3 % だ っ た が ， 最 近 は 1 0 - 1 2 % と い わ れ て い
る け 〉 。 亀 井 ら り は 乳 幼 児 健 診 児 に ア ン ケ ー 卜 調 査 を 行 っ
た 結 果 ， ア ト ピ ー 性 湿 疹 を 有 し た 児 は 1 8 . 3 % で あ っ た と
報 告 し て い る 。 本 調 査 の 7 ヵ 月 児 で は ア 卜 ピ ー 性 皮 膚 炎
と い わ れ て い る 子 は 男 29. 5 % ， 女 15. 1 % 全 体 で 22 . 4 %
で あ っ た 。 や や 高 率 で あ っ た が 質 問 紙 法 に よ っ た た め ，
ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 で な い 者 が 含 ま れ て い る 可 能 性 は 回 避
で き な L 、 。 し か し ， と り あ え ず 今 回 は ア ン ケ ー 卜 調 査 の
回 答 か ら ， 全 対 象 を ア ト ピ ー 性 皮 ! 膏 炎 と い わ れ て い る 子
( ア ト ピ 一 群 ) と そ う で な い 子 ( 対 照 群 ) に 分 類 し . 両
群 の 離 乳 期 食 事 の 実 態 を 比 較 し た 。
と こ ろ で ， ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 病 機 序 は 、 ま だ 不 明
な 点 も 多 い が ， 2 歳 未 満 児 に お い て 食 物 ア レ ル ギ ー が ア
ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 症 ， 進 展 に 相 当 重 要 な 役 割 を 演 じ て
い る と 考 え ら れ て い る ， 叫 川 近 年 の 乳 幼 児 の ア ト ピ ー 性
皮 膚 炎 の 増 加 の 原 因 の 一 つ に ， 人 工 栄 養 児 の 増 加 を 指 摘
す る 声 が あ る 3 ) 叫 。 一 方 ， 母 乳 と く に 初 乳 に は 免 疫 抗 体
1  g  A が 含 ま れ て い る た め ， 母 乳 栄 養 は ア レ ル ギ ー 疾 患
の 発 症 を 予 防 す る と い わ れ て き た 。 5 ) た だ し 最 近 で は 母
親 が ア レ ル ギ ー を 起 こ す 食 品 を 食 べ る こ と に よ り 母 乳 栄
養 児 に も 湿 疹 が 生 じ る こ と が 認 め ら れ て い る 川 団 。 本 調
査 で は ， 出 生 時 か ら 7 ヵ 月 ま で の 栄 養 法 は ， 母 乳 人 工 .
混 合 栄 養 の 比 率 が 両 群 ほ ぼ 同 じ で ， ア ト ピ 一 群 に 人 工 栄
養 児 が 多 い と い う こ と は な か っ た 。 人 工 栄 養 が 今 回 の ア
ト ピ 一 群 に お け る ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 主 因 と は 恩 わ れ な
か っ た 。 ま た 逆 に 7 ヵ 月 時 で 母 乳 を や め て い る 児 の 割 合
も 両 群 問 で 差 は な く ， 母 乳 栄 養 が ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を 予
防 し て い る 様 子 は み ら れ な か っ た 。 黒 梅 ら も 1 6 ) 母 乳 栄
養 に よ っ て ア ト ピ ー 性 疾 患 の 発 生 は 予 防 で き な い と 述 べ
て い る 。 し か し 母 乳 栄 養 の 利 点 と 乳 児 期 の 異 種 蛋 白 質 摂
取 を 避 け る 利 点 を 考 え 合 わ せ る と ， 母 乳 栄 養 を 推 進 す る
こ と に 異 論 は な し、 。 や は り ， 母 乳 の 方 が ア レ ル ギ ー を 起
こ し に く い こ と は 確 か で あ る と 思 わ れ る 。 川 口〉
「離 乳 の 基 本 」 引 で は ， 離 乳 開 始 は ど ろ ど ろ し た 食 物
を 与 え る 時 ， 離 乳 開 始 月 令 は 4， 5 ヵ 月 ， 7 ヵ 月 時 の 離
( 6 )  
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乳 回 数 は 1 日 2 回， 7 ヵ 月 時 の 離 乳 食 の 調 理 形 態 は 舌 で
つ ぶ せ る 固 さ の や わ ら か さ ， 栄 養 の バ ラ ン ス が と れ て い
る こ と 等 を 離 乳 を 進 め る 上 の 目 安 規 準 と し て 示 し て い る 。
本 調 査 で ， こ れ ら の 規 準 に 沿 っ て 進 め ら れ て い る 児 の 頻
度 は ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 の 聞 で 差 は 認 め ら れ な か っ た 。
全 対 象 の 7 0 - 8 0 % が 「 離 乳 の 基 本 」 に あ わ せ て 進 め ら れ
て い た 。 I離 乳 の 基 本 j が 母 親 に か な り 浸 透 実 行 さ れ て
い る こ と が 示 さ れ た 。
し か し ， そ の 割 に は 離 乳 期 食 事 に 不 安 を 持 つ 母 親 が
多 く ， I食 べ さ せ る 量 が わ か ら な い J， i味 つ け ， 調 理 法
が わ か ら な い J と い う 回 答 が か な り み ら れ た ， ま た ， 離
乳 の 知 識 源 は 育 児 警 が 最 も 多 く ， 次 い で 保 健 所 が 上 位 で
あ っ た 。 保 健 所 が 商 僻 L指 導 に 果 た し て い る 役 割 の 大 き い
こ と が 示 さ れ た 。 母 親 の 不 安 解 消 の た め に ， 保 健 所 は 従
来 の 保 健 婦 ， 栄 養 士 に よ る 指 導 に 加 え ， 母 親 相 互 の 情 報
交 換 ， 交 流 の 場 を 提 供 す る こ と も 効 果 が あ る の で は な い
か と 考 え る 。
離 乳 食 作 り で 気 を 付 け て い る 事 は . ア ト ピ 一 群 に 「 ア
レ ル ギ ー の 回 答 が 多 か っ た の は 当 然 と し て ， 両 群 と も
「 栄 養 」 と 「 か た さ ， 大 き さ 」 の 回 答 が 上 位 で あ っ た 。
「離 乳 の 基 本 」 で は ， 離 乳 の 目 的 は 乳 汁 以 外 の 食 品 で 栄
養 を 摂 取 す る こ と の 他 に ， 乳 汁 を 吸 う こ と か ら 食 物 を 噛
み つ ぶ し て 飲 み 込 む こ と へ と 喧 鴫 機 能 が 発 達 し て い く こ
と を 謡 っ て い る 。 哩 嶋 能 力 は 雛 乳 期 の 適 切 な 練 習 に よ っ
て ， は じ め て 獲 得 さ れ る 能 カ で あ り ， 離 乳 期 は o].a爵 機 能
の 基 礎 づ く り で あ る こ と が 強 調 さ れ て い る 則。 本 調 査 の
結 果 か ら 哩 鴫 機 能 の 大 切 さ が 母 親 に 除 々 に 浸 透 し て い る
実 態 が 窮 え た 。
今 回 の 調 査 で ， ア ト ピ 一 群 と 対 照 群 の 問 で 最 も 差 が み
ら れ た の は . 卵 の 摂 取 に 関 し て で あ っ た 。 卵 は 抗 原 性 が
強 く ， 乳 児 の ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 原 因 食 物 と し て 第 l 位
に あ げ ら れ 団 " に 本 疾 患 発 症 の 誘 因 と し て 離 乳 初 期 か ら
の 鶏 卵 の 多 量 摂 取 が 指 摘 さ れ て い る 21) 。 し か し ， 本 調 査
で は ， 7 ヵ 月 時 で 既 に 全 卵 は 勿 論 の こ と ， 卵 黄 も ま だ 与
え ら れ て い な い 児 が ， 対 照 群 に く ら べ て む し ろ ア ト ピ 一
群 に 有 意 に 多 か っ た 。 ア ト ピ 一 群 は 卵 の 摂 取 を 控 え て い
る こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 7 ヵ 月 時 現 在 の 食 事 記 録 調 査
の 結 果 で も ， ア ト ピ 一 群 は 対 照 群 に く ら べ て 卵 ， 肉 類 の
摂 取 者 率 が 低 か っ た 。 馬 場 ら 叫 は 乳 幼 児 早 期 か ら 鶏 卵 を
正 し く 除 去 す る こ と に よ り ， 満 l 歳 児 に は ア ト ピ ー 性 皮
l荷 炎 の 軽 症 化 が み ら れ . 発 途 上 の 問 題 も み ら れ な か っ た
と 述 べ て い る 。 わ れ わ れ も 現 在 ， 卵 除 去 の 効 果 を 調 べ る
た め に ， 本 研 究 の 対 象 児 の 追 跡 調 査 を 計 画 し て い る 。
ま た ， 食 事 記 録 調 査 に よ る と ア ト ピ 一 群 は 対 照 群 に 比
較 し て 1 日 の 摂 取 食 品 数 が 有 意 に 少 な か っ た 。 そ れ に も
(7 )  
か か わ ら ず エ ネ ル ギ ー お よ び 蛋 白 質 摂 取 量 は 両 群 聞 に 差
が み ら れ な か っ た 。 身 長 ， 体 重 も 両 群 間 で 差 は な し い
ず れ も 厚 生 省 発 表 の 中 央 値 l け と ほ ぼ 一 致 し ， 発 途 上 の
問 題 も み ら れ な か っ た 。 こ れ は ミ ル ク の 摂 取 量 が ア ト ピ 一
群 が 対 照 群 に く ら べ て 多 か っ た こ と や ， 母 乳 飲 用 児 の 崎
乳 時 間 が 対 照 群 に く ら べ て ア ト ピ 一 群 の 方 が や 〉 長 か っ
た こ と か ら ， ア ト ピ 一 群 は 卵 の 代 替 と し て 乳 汁 か ら 栄 養
を 療 取 し て い た た め と 思 わ れ る 。
以 上 ， 本 研 究 で は 全 対 象 の 7 0 - 8 0 % が 「 離 乳 の 基 本 」
に 沿 っ て 厳 乳 が 進 め ら れ ， 離 乳 期 食 事 状 況 は lま ず 良 好 で
問 題 は な か っ た 。 ま た ， ア ト ピ ー 性 皮 l膏 炎 と い わ れ て い
る 子 は ， 一 般 に 発 症 の 誘 因 と さ れ て い る 人 工 栄 養 の 高 比
率 ， 離 乳 の 早 期 開 始 ， 鶏 卵 の 初 期 か ら の 摂 取 と い う 状 況
は 認 め ら れ な か っ た 。 む し ろ 離 乳 開 始 は や 〉 遅 く ， 鶏 卵
摂 取 を 縫 え て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 卵 除 去 の
代 替 と し て 乳 汁 摂 取 量 が 多 く 発 育 栄 養 上 の 問 題 も み ら れ
な か っ た 。
要 約
離 乳 指 導 の 資 料 と す る た め に ， 厚 生 省 研 究 班 の 「離 乳
の 基 本 J ( 昭 和 5 5年 ) が ， 母 親 に ど の 程 度 浸 透 実 行 さ れ
て い る か を 示 す こ と と ， ア 卜 ピ ー 性 皮 膚 炎 と い わ れ て い
る 子 の 離 乳 期 食 事 の 実 態 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し
て 7 ヵ 月 児 241 名 を 対 象 と し て ， 食 事 と 健 康 に つ い て
の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 な っ た 。 回 答 か ら 対 象 を ア ト ピ ー
性 皮 膚 炎 と い わ れ て い る 子 ( ア ト ピ 一 群 ) と そ う で な い
子 ( 対 照 群 ) に 分 類 し ， 離 乳 期 食 事 の 実 態 を 比 較 し た 。
そ の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。
1  ) ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 と い わ れ て い る 子 は 24 1名 中 54 名
22 . 4 % で あ っ た 。
2 ) 出 生 時 か ら 7 ヵ 月 ま で の 栄 養 法 の 比 率 は ， ア ト ピ 一
群 ， 対 照 群 ほ ぜ 同 じ で ， 母 乳 が 3 6 . 9 % ， 人 口 栄 養 が 13.
7 % ， 混 合 栄 養 が 4 9 . 4 % で あ っ た 。 ア 卜 ピ 一 群 に 人 工
栄 養 児 が 多 い と い う こ と は な か っ た 。
3 ) 離 乳 開 始 ， 1 日 の 離 乳 回 数 ， 離 乳 食 の 調 理 形 態 ， 栄
養 バ ラ ン ス 点 が 「 離 乳 の 基 本 」 の 目 安 規 準 に 沿 っ て 進
め ら れ て い る 児 は ， ア ト ピ 一 群 ， 対 照 群 と も ほ ぜ 同 じ
頻 度 で ， 全 対 象 で は 7 0 - 8 0 % で あ っ た 。 I離 乳 の 基 本 」
が 母 綬 に か な り 浸 透 実 行 さ れ て い る こ と が 示 さ れ た 。
4 )  7 ヵ 月 時 点 で ， ま だ 卵 黄 を 摂 取 し て い な い 児 は ， ア
ト ピ ー 群 4 4 . 0 % ， 対 照 群 16.6 % で あ っ た 。 全 卵 は そ れ
ぞ れ 7 4 . 0 % ， 5 1. 0 % で ア ト ピ ー 群 は 対 照 群 に く ら べ て
卵 の 摂 取 を 控 え て い る 児 が 有 意 に 多 か っ た 。
5 ) 食 事 記 録 調 査 の 結 果 ， ア ト ピ 一 群 は 対 照 群 に く ら べ
て 卵 と 肉 類 の 摂 取 者 率 が 有 意 に 低 か っ た 。 l 臼 の 摂 取
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食 品 数 の 平 均 値 も ア ト ピ 一 群 が 7.7 士 3.0 で 対 照 群 の
9.2 土 3.3 に く ら べ て 有 意 に 少 な か っ た 。 か わ り に ア
ト ピ 一 群 は ， 乳 汁 の 摂 取 量 が 多 く 1 日 の エ ネ ル ギ ー
お よ び 蛋 白 質 摂 取 量 の 平 均 値 は 両 訴 聞 に 差 は み ら れ な
か っ fこ。
6 ) 出 生 時 お よ び 7 ヵ 月 時 の 身 長 ， 体 重 の 平 均 値 は ， ア
ト ピ ー 都 ， 対 照 群 と も 厚 生 省 値 ( 昭 和 55年 中 央 イ 1む と ほ 百
一 致 し ， 発 育 栄 養 上 の 問 題 は み ら れ な か っ た 。
稿 ー を 終 わ る に あ た り ， 調 査 に 御 協 力 い た だ き ま し た 大
阪 市 阿 倍 野 区 保 健 所 の 職 員 の 方 々 に 心 か ら お 礼 申 し tげ
ま す 。
本 論 文 の 一 部 は 平 成 元 年 第 36四 日 本 小 児 保 健 学 会 に お
い て 発 表 し た 。
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S u m m a r y  
In order to guide  the n u triti o nal m a nage m e n ts in th e  w e a ning  period generaUy ，  a n d  to s h o w  the sta te of dietary 
intak e  in  y o u ng  children  with atopic dermatitis sy m p to m s  w e  surveye d  24 1  y o u n g  childre n  (age of 7  m o n t h s)  b y  u sing 
questionnaire sheet ab o ut dietary intake  a n d  physique 
W e  divide d  the m  into t w o  groups. O n e  is the gro u p  o f  those w h o  have atopic dermatitis s y m p t o m s  (atopic group). 
A n d  the  ot her is of those w h o  does not (control group). 
T h e  results are as follows. 
1) 54 subjects o f  241 (22 .4 % )  were f o u n d  to h ave atopic dermatitis s y m p t o m s .  
2) N o  di fference w as  recognized in respect o f  execu tio n  o f  the weaning p r o g r a m  b e t ween  t wo  gro u ps. Neither 
w a s  in respect o f  p h ysique. T h e  w eaning progr a m  under the standard guideline w a s  getting  a lo n g  sm o o thly  
for about 80%  of al subjects. 
3) 百 le n u m ber  of the children w h o  h a d  taken egg w a s  sm al er  in atopic group than in c on trol group. Instead ，  
it w as  sh o wed  that the  children in atopic g roup h ad  ta k en  more milk than the children  in c o n tro l  g roup. 
( 8 )  
